


any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。
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03
本誌掲載の企画について、今後の新型コロナウイルス感染拡大の状況により、
開催が変更または中止になる場合がございます。
最新情報は各施設のwebサイト等にてご確認ください。
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p. 2～4, 6～7  写真提供：新潟市「安吾　風の館」

坂口安吾　Sakaguchi Ango
1906年、新潟市生まれ。作家。本名炳

へい

五
ご

。

東洋大学印度哲学倫理学科卒。大学在学
中より、アテネ・フランセでフランス語を学ぶ。
昭和6（1931）年、小説「風博士」などにより、
文壇の注目を浴びる。戦後は流行作家とし
て活躍し、多彩な作品で知られる。代表作に
「日本文化私観」「白痴」「堕落論」「桜の森
の満開の下」など。1955年没。
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◎住んだ町が人格や文学的指向に与える影響について考えた。 （60代女性　企画展Ⅰ「中也の住んだ町─幼少期」より）

◎期待を超える感動の名演。 （60代男性　「挾間美帆 m_unit Jazz Live」より）

◎意識の深層を揺さぶられ、幼い頃眠れない夜に見ていた幻想や空想を思い出しました。　（60代男性　「もつれる水滴」より）

◎制作のコアな内容が聞けて大変良かった。 （「Echoes for unknown egos―発現しあう響きたち バックステージツアー」より）

【アテネ・フランセ】　1913年（大正2年）創立の語学学校。東京帝国大学講師で古典ギリシア語・ギリシア文学を教授していたフランス人
ジョゼフ・コット（Joseph Cotte）により創設。当初よりフランス語・古典ギリシャ語・ラテン語の授業を続け、現在は、英語（アメリカ英語が主体）も開講されている。

わかる！
キーワード

安吾と中也がともに携わった雑誌
「紀元」創刊号（1933年）

まずは今回の特別企画展でとりあげる、

坂口安吾について教えてください。

坂口安吾は、太宰治や檀一雄らとともに
「無頼派」と呼ばれ、近代日本文学を代表
する作家の一人として知られています。
1906年に生まれ、中也の1歳年上。新潟
出身で、お父さんは衆議院議員として活
躍した政治家であり、地元の名士でした。
13人兄弟の12番目の子どもだったことも
あり、ほぼ末っ子のような育てられ方をし
たので、長男として期待を背負って生ま
れてきた中也とは違い、家の期待はそん
なになかったようです。

その活動は戦前と戦後で違っていて、戦
前も活動していましたが、大ヒットを飛ば
すわけでもなく、知る人ぞ知る作家。性格
も無口で、暴れん坊のイメージはありませ
んでした。けれども戦後「堕落論」と「白
痴」を発表してから、一気に有名作家に
なり、そこから戦前の作品もリバイバル発
行されるなど、みんな安吾の作品を読み
たがるようになっていきます。おかげで仕
事が増えすぎたために、当時医療品とし
て市販されていた覚せい剤（ヒロポン）と
睡眠薬（アドルム）を服用しながら昼も夜
も仕事をして、入院をすることもありまし
た。その過程で安吾のエピソードによく
出てくるような、カレーを100人前注文し
たり、すごくお世話になった人の家に突
然バットをもって殴り込みに行ったり、色
んな事件を起こすので、豪快でめちゃく
ちゃなことをする人というイメージが根
付いていきます。
最期は脳卒中で48歳で亡くなるのです
が、もともとは、スポーツが得意で、全国
中等学校競技会の走り高跳びで優勝す
るくらいでした。無茶をせず普通に生活
をしていれば長生きできたかもしれませ
ん。長寿を全うできなかったのは、おそら
く戦後の働きすぎが原因ですが、ただ、そ
うやって働いたおかげで安吾の作品が一
気に世に生み出されていきます。安吾の
全集では戦前の作品は3巻までにおさ
まっていますが、戦後の作品は4巻から
15巻までなので、そう考えると3分の2は

この働きすぎの時期の8～9年くらいで
一気に書かれたことに。ものすごい仕事
量です。

2人に影響を与えた 
フランス文学との出会い、 
共通する友人たち

中也と坂口安吾にはどのような共通点が

ありますか?

安吾は小説家で中也は詩人ですが、人に
対し真っ直ぐに正面から向き合う姿勢
や、文学を信じる思いなどで2人は共鳴
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良くなってそこからよく酒場に一緒に繰
り出すようになっていきます。

自然に対する見方を作品に 
どう取り込んでいくのか、 
そこに違いがでています。

逆に2人の違いから見えてくることはあ

りますか?

小説と詩というところでの大きな違いは
ありますし、文学的な観点からみたら、「故
郷」に対する思いは微妙に違うところが
あります。今回の展示ではその違いを、
「風」と「空」というテーマでそれぞれ紹介
していきます。「風」という観点からみる
と、安吾が描く風はびゅーびゅー吹く風、
強い風、突風が多くて、「桜の森の満開の
下」という作品でも、地面に落ちた桜の花
びらが突風でぶわーっと舞うシーンが描
かれています。中也の場合は、たとえば
「帰郷」という詩では、「これが私の故里
（ふるさと）だ／さやかに風も吹いてゐる」
といったように、そよそよと吹く風を描い
ている。個人的な感想ですが、安吾の生
まれ故郷である新潟と、中也の生まれ故
郷である山口の風土や風景の違いがそこ
に現れているように思います。日本海から
の風が延々と吹き止まない風景が、新潟
のひとつの特徴になっている。一方で、山
口は盆地ということもあり、突風を感じる
こともなく、海風がびゅーびゅーと吹くイ
メージはない。そのあたりが2人が作品を
作るうえでの基準になっていて、自然に
対する見方を作品にどう取り込んでいく
のか、そこに違いが出ています。「空」も同
様に、安吾の場合は「蒼空」という言葉を
使っていて、宇宙に届かんとするようなも
のすごい青空を描いたかと思えば、「吹雪
物語」では曇った空、いつ雪が降ってもお
かしくないような雪国のどんよりとした厚
い空が描かれていて、そのくっきりとした
空の違いを描く点において、中也の空と
は描き方が違っています。その違いが見
えるからこそ、それぞれの文学の魅力が
際立ってみえてきます。

中安

也吾

していたのだと思います。中也は昭和12

年に30歳で亡くなってしまうので、2人
が接していた時期はとても短く、約5年間
しかなかった。しかも昭和11年、12年あ
たりは2人に具体的な関わりはなかった
ので、正味3年から4年くらいの交友関係
だったといえます。

最初の共通点としては、2人ともフランス
文学に関心を持ち、ともに、フランス語を
学ぶため、東京の語学学校「アテネ・フラ
ンセ」に通っていたことが挙げられます。
安吾はアテネ・フランセの中で友人関係
を広げていき文学の道を深めていきます
が、中也は音楽団体スルヤとの交流や同
人誌を作るなどして、アテネ・フランセの
外にも交流の幅を広げながら作品を発表
していきます。20代前半くらいまではお
互いに別々の雑誌で活動していて、のち
に2人は出会い、交友を深めていきます。
また、2人はそれぞれをよく知る共通の友
人たちが多くいました。中也と安吾は東
京・京橋にある「ウィンゾアー」というバー
で出会うのですが、その頃すでに中也は
河上徹太郎や大岡昇平、安原喜弘らと友
人関係にあり、安吾も別の場で彼らと知
り合っていました。そのため、出会ったと
きにはもうお互いなんとなく名前は知っ
ていたのではないかと思います。書き残
されていたわけではないので確証はあり
ませんが、見ず知らずの人間ではなかっ
たはず。もしまったく知らない関係だった
としても、話をしてみたら、「あいつも知っ
ているのか、こいつも知っているのか」と
なったでしょうし、フランス文学の関係で
も話は合ったでしょう。だから、一気に仲
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特別企画展
 「坂口安吾と中原中也 
 ─風と空と」
2022年7月28日（木）～10月2日（日）
9:00～18:00（入館は17:30まで）

会場：中原中也記念館　
［入館料］　（　）内は20人以上の団体料金
一般 330円（275円）╱大学生 220円（165円）
18歳以下・70歳以上無料

P R E S E N T
特別企画展「坂口安吾と
中原中也─風と空と」の
パンフレットをプレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は、住所・氏名・年齢・電話番
号・e-mail等の連絡先、今号の「any」の感想をご記
入の上、7月31日（日）までにハガキ（当日消印有効）・
FAX・e-mailでご応募ください。

特別企画展
「坂口安吾と中原中也─風と空と」
パンフレット（3名）

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.120 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

◎きらびやかで美しく、色々な景色を見せてもらいました。 （20代女性　「挾間美帆 m_unit Jazz Live」より）

◎心の中身がまるごと出るような気持ち良い作品でした。 （40代女性　「もつれる水滴」より）

◎中也の読んだ本を自分も読んでみたいです。 （30代女性 テーマ展示「中也の本棚─日本文学篇」）

◎体を使うことの純粋な喜びを感じられました。 （30代女性　「ヨルグ・ミュラーによる身体ワークショップ」より）

ちとの交流は続いていき、中也の影はそこ
にもはっきりとみえます。2人に共通する
交友関係を直接的にみせなくても、安吾
の文学的な流れをたどれば、中也の活動
も自然と浮かび上がってきます。

安吾は中也のことをどんなふうに語って

いたのでしょう?

安吾は中也の死後、中也のことをあちこ
ちで書いています。例えばバー・ウィンゾ
アーで初めて会った時、その当時同じ女
性が好きだったことが原因で中也から喧
嘩をふっかけられるが、あっさり負けを認
めてきた話、安吾が街の悪い奴と喧嘩し
て、殴られ顔が膨れあがっているのを中
也にさんざん笑われた話や、中也はコン
ニャクが嫌いだった話とか、安吾が書く
作品のなかに「中原中也」という人物が
ちょこちょこ出てきます。それはあくまで
安吾の作品に出てくるフィクションのな
かの中原中也であって、それがそのまま
事実とはいえないけれども、安吾が小説
に登場させる中原中也はすごくおもしろ
い人。実際に安吾は中也のことをおもし
ろいと評価していたからこそ、想い入れ
深く、愛情深い視点で、愛すべき人として
中也を描いています。ひっくり返せば、安
吾にとって中也がどんな人だったのかが
おのずとみえてくる。そのことも展示で紹
介していきます。

展示では2人の関係性をどのように紹介

していくのでしょうか？

そのものずばりを紹介できるような資料
はないので、パネルや作品の引用を使っ
て、2人が共鳴し合っていたことを詳しく
紹介していきます。「風」や「空」というキー
ワードをとおして、2人を並べて比較する
ことでみえてくることがある、そこを掘り
下げていきます。また、たくさんの友人が
共通していて、すごく近いところにいたこ
とも分かっていただけるような展示を考
えています。戦後になっても、安吾と小林
秀雄や青山二郎など中也につながる人た

安吾についてはどんな資料が展示され

るのでしょうか？

新潟市の「安吾 風の館」からお借りして、
安吾の遺品をたくさん展示します。安吾
は、とにかく自分が「これが合理的だ」と
思ったらそこに突き進むようなタイプの
人でした。本人は大まじめに合理主義を
貫いているつもりなのでしょうが、はたか
らみればちょっとずれていて、そこがおも

しろいんですね。たとえば計測器がつい
ているけど、何を計測しているかよく分か
らない野球バットや、競輪のときに使用
していた眼鏡型の双眼鏡。眼鏡型なので
両手が使えるからいいだろうと思ったの
でしょうが、外さなければ近くは見えない
ので手も動かしにくい。合理的だというこ
とだけがひとりあるきして、「本当にそれ
便利なの?」とツッコミを入れたくなるも
のが多い。同じ服を着続けることもそうで
すが、きっと安吾は人からどう見られるか
よりも、自分がどう思うかが大事だったの
ではないでしょうか。

お借りする遺品のうち数点ほど、安吾の
息子さんである綱男さんのコメントを入
れてもらいます。実は安吾がとても繊細
な人であったことや、さっき挙げたような
ちょっと変わった合理主義者であったこ
となど、安吾との思い出や安吾の人柄が
みえてくるエピソードはとてもおもしろ

く、お借りした遺品をただ展示するだけ安
吾
の
作
品
を
通
じ
て

中
也
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も
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【腕時計】

【双眼鏡】
（眼鏡型）

坂口安吾の妻・三千代が記した回想記『クラクラ日記』
「堕落論」「白痴」「安吾巷談」などで戦後文壇を華やかに彩り、やがて
アドルム中毒のすえ狂気に追いこまれていく、坂口安吾。その孤独の人
安吾を捨身で支え、看護し、様々な事件の後始末に奔走した妻の視点
から、異能の作家を愛と悲しみをもって描き切った1冊。これを読めば、
安吾の素顔が見えてきます。1989年、ちくま文庫刊。

も っと 知 り た い！  坂 口 安 吾

【鉛筆削り】

ではなく、安吾にとってどういう意味が
あったのかも知っていただきたいです。

これから何か新しいことを 
やっていきたいと思っている 
若い方々にも 
来ていただきたい。

関連イベントはどんなものを予定してい

ますか？

企画担当者が展示をガイドするプロム
ナードトークに加え、YCAMとの連携で
行うワイカムシネマでの特集上映もあり
ます。安吾の小説を原作に映画化した作
品をいくつか取り上げて上映します。ま
た、目玉としては、ミヅマアートギャラリー
の三

み

潴
づま

末
すえ

雄
お

さんと坂口綱
つな

男
お

さんの対談を
企画しています（本誌p.11参照）。高校受
験のときの家庭教師として三潴さんが坂
口家に来ていたそうで、でも勉強はほと

んど教えてくれなくて、綱男さんのベッド
に寝転んで漫画をよく読んでいたとか
（笑）。文学の話や中也の詩を教えてくれ
たのも三潴さんだそうで、おかげで綱男
さんの精神形成において三潴さんは大事
な方だったようです。
三潴さんは若いアーティストを育ててい
らっしゃる方。対談にはぜひ、安吾や中
也に関心がある方だけではなく、美術や
芸術に関心があり、これから何か新しい
ことを目指してやっていきたいと思って
いる高校生や大学生など若い方々にも
来ていただきたいと思っています。お二
人のお話はそういう人たちに響いてくる
はず。たくさんの方に関連企画をとおし
て展示に興味をもってもらいたいです
し、また坂口安吾・中原中也という2人の
作家が同時代を生き、共鳴していたこと
や、2人の作品の魅力を知るきっかけと
して企画展に足を運んでいただけたらと
思います。

安吾の
遺品を一部
ご紹介します。

【万年筆】

空風 空風

【筆箱】
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◎挾間さんの音楽、そして演奏者の若々しく洗練されたサウンドに引き込まれました。 （50代女性　 「挾間美帆 m_unit Jazz Live」より）

◎雑談がゆるやかに進むかと思ううちに、どんどんストーリーに引き込まれていく感じがおもしろかった。 （50代女性　「月夜のファウスト」より）

◎ワークショップを通じて気持ちがひとつになったり、人の温かさ、人とつながる楽しさを感じました。 （40代女性　「ヨルグ・ミュラーによる身体ワークショップ」より）

◎広島に行って中原が目にした所に行きたいと思った。 （10代女性　企画展Ⅰ「中也の住んだ町─幼少期」より）

◎布一枚がこんなに魅力的になること、ヨルグさんの繊細な動きに見入ってしまいました。 （50代女性　「もつれる水滴」より）

◎選曲が最高でした。 （30代男性　「挾間美帆 m_unit Jazz Live」より）

◎中也自身に会えたような気持ちになれる展示で感動しました。 （60代女性　テーマ展示「中也の本棚─日本文学篇」より）

◎作品に関して説明的な部分があまりなく、観客の都合で解釈させてもらえる余白が残されていた。 （女性　「月夜のファウスト」より）

YCAM夏の風物詩、
今年もやります!

日が暮れて涼しくなった中央公園で映画を楽

しむ夏の恒例イベント「真夏の夜の星空上映

会」。心地よい夜風にあたりながら、ピクニック

気分で映画鑑賞をしませんか? ドキュメンタリー

やアニメーション、児童文学の映画化作品な

ど、今年もお子様からお年寄りまで、みんなが

楽しめる作品を揃えてお待ちしております。キッ

チンカーも出店しますよ!

たくさんの詩と声を届けた
中也生誕祭
毎年、中也の誕生日の4月29日に行われてい

る「空の下の朗読会」。雨天のため、昨年に

引き続き、“空の下”ではなく屋内での開催とな

りましたが、今年も多くの方にご参加いただきま

した。1部では、参加者が自作の詩や好きな詩

を自由に持ち寄り、朗読を披露。2部のコンサー

トでは、シンガーソングライターの二階堂和美さ

アーティストから聞いたこぼれ話、
映画や本の情報など、
旬のお便りを詰め込んで、
あなたのもとへお届けします。

挾間美帆（作・編曲家・指揮者）

次はゆっくり過ごしてみたいと感じた
印象深い街

挾間美帆　HAZAMA Miho

国立音楽大学およびマンハッタン音楽院卒業。2012年、ジャズ
作曲家としてメジャーデビュー。14年、出光音楽賞受賞。20年
に、アルバム『ダンサー・イン・ノーホエア』が米グラミー賞ノミネー
ト。19年からデンマークラジオ・ビッグバンド（DRBB）首席指揮
者、20年にはオランダのメトロポール・オーケストラ常任客演指
揮者に就任。21年、DRBBとのアルバム『イマジナリー・ヴィジョ
ンズ』をリリース。

ニューヨークを拠点に世界的活躍を続けるジャズ作曲家の挾間美帆さん。彼女がプロデュースする
13人編成のジャズ室内楽団「m_unit」が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による半年間の
延期を経て、今年3月についに山口市民会館で開催。待っていたお客様からは「とても素晴らしい演
奏だった」と喜ばれました。初めて訪れた山口の地、どんな風に楽しまれたのでしょう。

山口市には今までご縁がなく、そんな場所で

私達はコンサートなんてできるんだろうかと、空

港から演奏会場までのバスの中で、私は期待

より不安がクレッシェンドしてゆくのを感じてい

ました。でも、山口市民会館のみなさんが総出

でお出迎えしてくださり、そんな不安は「良い演

奏をしたい！」という気合いに早変わり。お客様

に直接お会いできなかったのは残念でしたが、

「感激で涙を流していた人もいた」と終演後

に伺い、この機会に演奏できて良かったと心か

ら思っています。終演後、少しでも良いから山

口を体験したい！ とバンドメンバーが必死に

リサーチ。湯田温泉の足湯へかけ込みまし

た。足湯につかりながらの仲間達との乾杯

は、その日の疲れもすべて喜びに昇華した

瞬間でした。そして再リサーチ（13人もバンド

メンバーがいると、必ず一人はリサーチ達人

がいるものです）の結果、山口名物に舌鼓

を打つこともできました。車えびに一同大感

激 ! 翌朝にはすぐ発たなければならなかった

のですが、次はゆっくり過ごしてみたいと感じ

た、印象深い街となりました。

国立西洋美術館設立の要因となった「松方コレクション」。西洋の優れた美術を日本に紹介しようと実業
家松方幸次郎が収集した1万点以上といわれる美術品は、しかし全てを日本に持ち帰ることができたわけ
ではありませんでした。この本では絵画収集に情熱を傾けた松方、彼の美術アドバイザーとなった田代、
第２次世界大戦中フランスに残された松方コレクションを人知れず守り抜いた日置、戦後フランスに接収
されたコレクションの返還に尽力した吉田首相など、松方悲願の美術館建設に関わった人々の物語が臨
場感たっぷりに描かれています。「ほんものの絵をみたことがない日本の若者たちのために、ほんものの絵
が見られる美術館を創る。それがわしの夢なんだ」（松方の言葉）。先人たちの情熱に胸が熱くなります。

鈴木初子（山口市立中央図書館　職員）

『美しき
愚かものたちの
タブロー』
原田マハ 著
2019年／文藝春秋

んのパワフルな歌声

とライブパフォーマン

スに酔いしれました。

続く中原中也賞贈呈

式では、授賞者の國

松絵梨さんへ温かい拍手が贈られ、たくさんの

詩と声にふれる一日となりました。

展示を紹介する
動画サイトを配信中 !
動画サイトYouTubeで、中原中也記念館の

展示の一部を紹介する動画が公開されている

のをご存知ですか? 公開中の動画は現在15

本。過去の展覧会の動画もあるので、見逃し

た方はもちろん、中原中也記念館にまだ行っ

たことがないという方も、動画を見れば、います

ぐ記念館に行ってみたくなること間違いなし! 

▼ 詳しくはこちらをご覧ください。

https://chuyakan.jp/

■ 真夏の夜の星空上映会2022
2022年8月12日（金）～14日（日）
各日19:30～
会場：中央公園（山口情報芸術センター前）
［上映作品］※いずれも日本語吹替版
8月12日（金）「世界の果ての通学路」
8月13日（土）「ボス・ベイビー 
　　　　　　  ファミリー・ミッション」
8月14日（日）「ドクター・ドリトル」
［料金］無料 ※12歳以下は要保護者同伴　

「ボス・ベイビー ファミリー・ミッション」
©2021 DreamWorks Animation LLC. All Rights Reserved.

photo:Agnete Schlichtkrull

【あらすじ】 耳の聴こえない両親から生まれた耳の聴こえる子どもたち「コーダ（CODA：Children Of Deaf 
Adults）」にスポットを当てたドキュメンタリー。15歳という多感な時期にいるコーダたちの3年間を追い、
音のない世界と聞こえる世界のあいだで、揺らぎながらも自らを語り、成長していく子どもたちの姿を描く。
監督は“社会の周縁に生きる人々の知られざる物語”をテーマに映像作品を制作してきた松井至。

 「私だけ聴こえる」
（2022年／日本／76分／カラー／字幕上映）
［監督］松井 至

る」と声をかけていただきました。音のある世

界、ない世界、様々な境界線が存在していま

すが、孤独を感じる瞬間はみんなにあります。

映画は、異なった国や環境に存在する孤独

や希望を分かち合う時間をくれます。そしてそ

れは、境界線を気にすることのない明るい未

来へつながると、私は信じています。

前原美織（YCAMシネマスタッフ）

今年3月に発表された第94回米アカデミー

賞で最優秀作品賞に選ばれたのは、「コーダ 

あいのうた」でした。コーダ（CODA：Children 

Of Deaf Adults）とは耳の聴こえない親から

生まれた、耳の聴こえる子どもたちのことです。

今回ご紹介する「私だけ聴こえる」は、アメリ

カでコーダの子どもたちを3年間取材したド

キュメンタリーです。家では手話で、外では口

話で話し、学校に行けば“障がい者の子”扱

い、ろうからは「耳が聞こえるから」と距離を

置かれる彼らの居場所探しを追います。

以前、補聴器をつけたお客様に映画鑑賞

後「聴覚に障がいがある引きこもりがちな人

も、字幕上映があると出かけるきっかけにな

2022年7月23日（土）～8月7日（日）
※上映開始時間等はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］一般 1,300円
　　   any会員・25歳以下・特別割引 800円

©TEMJIN / RITORNELLO FILMS

二階堂和美

みなさんは、図書館の本が実は山口市内のあちこ
ちの場所で読めることをご存知でしたか? 気軽に
読書に親しめるように、「まちじゅう図書館」として
まちなかの人が集まる場所に「サテライトライブラ
リー」を設置したカフェや美容院に図書館でセレク
トした本をデリバリー。本は2カ月に一度入れ替え
て旬なものを選書しています。現在は市内15カ所
に設置。なかでも美容院のSARAさんは、まちじゅ
う図書館をスタートした初期から協力いただいてい
る店舗の一つ。9月には市立中央図書館でヘア
カットやアレンジに関するワークショップも予定して
います。美容への意識も変わり、また図書館へ来
る楽しみにもなる!? 今後の情報を要チェック!!

まちじゅう図書館
美容院「SARA」

映画の周辺の様 を々紹介していく新コーナー。初
回は、ワイカムシネマで2019年と21年に上映し
た映画「つつんで、ひらいて」の劇場用パンフレッ
トをご紹介します。1万5000冊以上の装幀を手
がけ、日本のブックデザイン界をリードし続けてきた
菊地信義を追ったドキュメンタリー映画。その公開
に合わせて製作され、菊地信義と、劇中にも登場
する弟子の水戸部功が細部にこだわりぬいて装幀
したもの。タイトル通り、観音開きになった手触りあ
る赤い表紙に本体が包まれたデザインになってい
て、美しく刺激的な本づくりで多くの読者を魅了し、
作家たちに愛されてきた菊地の“本をつくること”の
姿勢が伝わってくる惚れ惚れする一品です。

『つつんで、ひらいて』
劇場用パンフレット

（2019年／日本／94分／監督・編集・撮影：広瀬奈々子）
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◎地方の同人誌も読んでたのはおもしろい。オタクなんだなぁと思って親近感。 （20代女性　テーマ展示「中也の本棚─日本文学篇」より）

◎すべてを理解できたわけではないが、表現のおもしろさと難しさを感じた。 （50代男性　「もつれる水滴」より）

◎今回の展示を通して山口といった土地にも幾らか興味が湧いた。こういった出会いも来館の醍醐味だと思う。
　（10代女性　企画展Ⅱ「雑誌『詩園』─中也・山頭火と山口の文学青年たち」より）
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